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中山地区公民館 
伊予市中山町出渕 2-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（1２月末現在） 

人 口 3,239 人 

男性 1,526 人 

女性 1,713 人 

世帯数 1,386 戸 

 

中山地区公民館 
伊予市中山町出渕 2-138-1 

T E L  967-1111 

F A X  967-1101 

中山町（2 月末現在） 

人 口 3,051 人(-8) 

男性 1,445 人(-4) 

女性 1,606 人(-4) 

世帯数 1,360 戸(-2) 

 

   

 

 

 

（伊予市指定有形文化財） 

中山町佐礼谷の日浦地区、峰成農道終点近く杉山の中に均整のと

れた大小 2 基の五輪塔があります。総高１８０㎝で、松森城主松

森喜三門尉、左は総高１０５㎝で城主の妻の墓と伝えられていま

す。ともに花崗岩で造られています。城主の塔は火輪のそりが大き

く江戸期のものと推測されます。   （中山史談会） 
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平成２９年度 

永木地区ふるさと大会 

  ２月２５日（日）、永木体育館で「平成２９年度  

永木地区ふるさと大会」が行われました。 

当日は、のど自慢による歌声の披露の他、踊りや演

奏など多彩な催しに、集まった約２００人の皆さんも

楽しい一時を過ごされていました。 

永木さくら会の「シャンシャン傘踊り」 

【
写
真
左
】
永
木
さ
く
ら
会
の
踊
り 

「
お
け
さ
恋
歌
」 

永木分館の踊り、「恋するフョーチュンクッキ-」 

福住ひまわり会の演奏、「津軽じょんがら女節」 

【
写
真
左
】
の
ど
自
慢
の
皆
さ
ん
に
よ
る
熱
唱 

 

 

 

２０１８年４月号 

ななかかややままタタイイムムスス  

中山地区公民館だより 

重藤分館の踊り、「地球にエコしよう」 

４月１日（日）から中山地域

事務所は、22 時～翌８時 30 分

の間、職員が不在となります。

会議室・体育施設等を利用する

方は、必ず 22 時までに、鍵・

日誌の返却をお願いします。 

夜間、「会議室・体育施設」 

の使用について 今年は寒さが若干長引いたような気がしますが、この時期になると、いろいろな方々

との出会いと別れの季節だなぁ～、と感じます。ところで、３月２２日の中山小学校

卒業式に野中・永木・中山小学校を卒業して５０周年を迎える私たちにご案内を頂き

同窓生 25 人とともに出席をさせて頂いた。思えば昭和４３年３月卒業。あれから半

世紀、当日は児童のさわやかな笑顔に接し、自分たちの小学校時代に思いをはせ、感

動の一時を過ごした。反面、何とも言えない寂しさも・・・。当時約 600 人いた全校

児童数は60人余りに減少。卒業生を送るたびに話題となるのが今年の新入生は何人？

卒業生の新たな門出を祝う気持ちと将来の不安が背中合わせの桜の季節である。 

ＮＯ．２２ ・・・館長のひとりごと・・・ 

梅青団の演劇「この村
まち

で」 地域の皆さんら多くの来場者がありました 

梅原分館の踊り「ありがとう」 

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土 中山保育所入園式

8 日 花の森桜まつり

9 月 小学校入学式

10 火
中学校入学式
永木支館総会

11 水 中山幼稚園入園式

12 木

13 金 野中老人クラブ総会

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木 佐礼谷老人クラブ総会

20 金 中山支館総会

21 土 永木山四国巡拝

22 日 住民自治されだに総会

23 月

24 火

25 水 野中支館総会

26 木 中山老人クラブ連合会総会

27 金

28 土

29 日 昭和の日

30 月 振替休日

４月の行事予定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

第 10 回 峠のつるし雛展 「犬寄峠の黄色い丘」で菜の花まつり 第１1 回 いよし和太鼓のつどい 平成２９年度 わんぱく塾閉塾式 

中山支館 成人大学視察研修 野中支館 一日視察研修 中山町文化協会 文化財・句碑めぐり 中山老人クラブ連合会員一日親睦旅行 

２月２４日（土）、しもなだ体育館で「第１１回い

よし和太鼓のつどい」が開催され、市内の和太鼓団

体８グループが魅力いっぱいの演奏を披露しまし

た。中山地区からも、佐礼谷小学校の１０名と「峠

のＯＢＡＪＮ太鼓」のメンバー６名が出演。力いっ

ぱいの演奏に観客から大きな拍手が送られていまし

た。 

２月２８日（水）、「平成２９年度わんぱく塾閉塾式」

が中山・佐礼谷それぞれで行われました。 

佐礼谷小ランチルームで行われた「佐礼谷わんぱく

塾」の閉塾式には、全校児童１６人と指導員、先生方

が出席。６年生の３人に修了証が送られた後、６年間

の楽しかった活動の思い出を発表し式を終えました。 

３月 11 日（日）、成人大学受講生４３名が参加し

て、広島県尾道市、府中市方面への視察研修が行われ

ました。 

府中市上下町商店街では春の恒例行事、「天領上下

ひなまつり」 が開催されており、資料館や商店の店

頭に雛人形が飾られた通りを観光ボランティアの案

内でのんびりと町歩きを楽しみました。 

３月４日（日）、野中支館の一日視察研修がしまな

み方面にて行われました。当日は暖かい日差しの中天

候にも恵まれ、支館役員や地域の皆さん２７名が参

加。視察先の一つ、広島県因島「万田発酵㈱」では、

酵素の生産工程や熟成段階での匂いの変化、食用酵素

の試食、敷地内農場にあるジャンボな野菜等の視察を

行うなど有意義な研修となりました。 

３月１９日（月）、町文化協会主催による「文化財・

句碑めぐり」が行われました。 

 当日は会員ら１７名が参加。西尾芳子副会長の案内

及び説明で、松山市の一草庵、正岡子規の句碑があ  

る千秋寺、子規記念博物

館等を訪ね、句碑や文化

財について学ぶ有意義な

一日となりました。 

３月９日（金）、中山老人クラブ連合会会員の親睦

旅行が行われ、会員約６０名が参加しました。 

当日は天候にも恵まれる中、松山市奥道後を訪れ、

談笑しながらの昼食後、大衆演劇を観覧するなど楽

しい一日を過ごされました。 

３月２４日（土）・２５日（日）、犬寄地区の「ぽっち

工房」で、「さげもん倶楽部」、「マウス倶楽部」催によ

る「第１０回峠のつるし雛展」が開かれました。 

 ３か所の会場にはメンバー15 人が古い着物などを利

用して制作したつるし雛をはじめ、自宅から持ち寄った

作品数千点が展示され多くの来場者が訪れました。 

佐礼谷の「犬寄峠の黄色い丘」で菜の花が見頃を迎

えた、３月１７・１８日・２４日・２５日、「黄色い

丘」で菜の花まつりが開催されました。１８日には、

「黄色い丘コンサート」が行われ、訪れた多くの方々

は、心地よい春風を感じながらギタリストらの演奏に

聞き入っていました。また、地域の皆さん手づくりの

イチゴ大福や梅シロップ 

などの販売も行われ 

訪れた人が買い求 

めていました。 

「佐礼谷太鼓」を演奏する佐礼谷小児童 

力強く演奏を行う「峠のＯＢＡＪＩＮ太鼓」のメンバー 

農場での説明を聞く参加者の皆さん 一日親睦旅行に参加された会員の皆さん 大正期に建てられた芝居小屋の説明を聞く参加者の皆さん 子規記念博物館で記念撮影 


